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全
他
界
に
宜
る
廣
饥
な
る
«
濟
的
諧
.现
象
の
地
理
的
分
布
を
研
究
せ
ん
が
な
め
に
は
特
殊
：の
研
洗
方
法
卯
も
經
濟 

.
地
®
學
的
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
而
し
て
其
處
に
見
出
.さ
る
る
所
の
#
殊
な
る
陶
係
：r
槪
念
y
並
に
法
則
を
秩
序
的
•

.

に
總
括
.す
る
た
め
に
は
當
然
雜
终
地
理
學
の
料
學
的
體
系
を
必
要V

す
る
プ
' さ
れ
ぱ
經
濟
地
理
舉
が
先
づ
商
業
地
理
，

學
P
 

l

e

f

 

g
r

a
u

の
形
で
地
理
'學
の
5

的

i

s
ビ
し
て
現
は
れ
T

S
來
ク
此
部
門
を
科
學
的
に
深 

め
ょ
ぅ
マ」

す
ゐ
地
理
學
者
の
努
力
が
不
斷
に
續
け
ら
れ
て
冻
の
で
あ
：る
’、
併
：じ
木
幸
に
し
て
我
々
は
今
日
未
だ
斯 

學
の
確
固
.な
る
科
學
的
體
系
を
有
せ
ざ
る
の
み
な
、ら
す
で
斯
學
め
任
務
、；
研
究
万
法
：乃
至
は
其
の
限
界
に
■
す
る
見 

佩
に
就V

も
賭
説
紛
々V」

し
て
未
た
歸1

す
る
所
が
な
い
.ょ
ラ
で
あ
る
。
 

.
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經
濟
地
理
學
の
名
稱VJ

槪
念VJ

を
最
お
に
與
へ
た
る
も
の
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八
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Erdlcunde

，ン
に

於
で
、
經
濟
地
理
學
，©
目
的
は
，

「

地
球
上
の
自
然
が
財
の
生
産
及
び
商
品
の
移
動9

上
に
及
ぼ
す
直
接
の
影
響
を
取 

极
ひ
旦
ウ
此
等
S
後
の
諧
要
素
が
最
初
の
も
の
に
及
ぼ
す
影
響
を
取
扱
ふ
に
あ
る」

ミ
述Y

て
居
：る
。
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一
 
ニ
ニ

の
本
質VJ-

任
務」
は
次
の
點
に
存
す
る
，
即
ち
'
,氣
候
學
"
地
質
學
、
國
民
經
濟
學
及
び
政
治
地
理
學
の
重
要
な
：る
章
を 

め
る
、
地
位
即
ち
山
嶽
並
に
水
路
の
諧
■
係

の

知

識

，に

よ

rov,

各
個
々
の
地
方
並
に
全
商
業
地
.理
的
®
域
の
商
業 

及
び
交
通
關
係
じ
對
す
る
根
本
的
洞
祭
を
與
へ
る
、と
い
ふ
事
之
で
あ
る
/ (

I
.
B
S
d
,

 

S, I
V
.)

乂 Dr. 

Ernst 

Frl’ed- 

' 

n
c
h

の
：が
論
に
從
へ
ぱ
，
經
濟
地
理
學
の
任
務VJ

す
る
所
は
地
球
表
而
に
於
け
る
空
間
的
現
象
マJ

し
て
の
經
濟
的
事 

賞
の
地
理
的
分
布
を
1

說
明
し
、
旦
ウ
之
が
結
采
ね
る
共
に
又
：其
原
因
た
，る
人
口
の
分
布
即
ち
其
.の
糊
密
ピ
移 

動
ビ
を
記
述
し
而
し
て
之
を
經
濟
上
よ
り
傑
究
す
る
點
に
あ
る
も
の
で
あ
るo(Gecgraphie 
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Weltbandels 
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Wirtschaftsp-eograpHe, 

1004 

s. 

i
S
v

*更
に
地
理
學
上
の
桃
戚
あ
る
方
法
論
老Alfred H

e
t
t
n
e
r

は
、
經
濟
地
理
學

i
は「

様
々
な
る
國
及
び
地
方
の
經 

濟
が
特
質
及
び
經
濟
が
諧
關
係
に

®
す
る
ふ
の」
で
あ

.る

.、

/J

域
べ
て
居
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。
彼
：は
此
の
經
濟
地
理
學
ど
共

'に
、「

經
濟 

が
生
産
の
料
暴
を
く
は
商
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る！
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地
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的
經
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學
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に
よ
れ
ば
、雜
濟
地
理
學
マ」

は「

地
球
並
に
其
包
藏
物
ビ
經
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的
人
間V

j
の
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作
用
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學
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其

他

の

も

の

は

經

濟

地

理

學

を

以

て

一

館

の

®
用

地

理

學

ご

認

め

る

。
而

し

て

人

額

經

濟

の

基

礎

ざ

し
 

て

の

氣

侯

及

び

土

地

B
係

を

®

鋭

す

る
.こ
ギ
に
よ
り
て
、
換

言

せ

ぱ

經

濟

の

肖

然

W

S
湖

を

强

詢

す

る

ミ

よ

つ

，

て
與
ら
地
理
學
的
根
據
を
支
将
し
よ
う
、

て
居
る
。
之
に
反
し
て
：

Vr. 

E
c
k
e
r
t

及

び

r
t
. 

Friedrich等
は

！̂
<:11- 

thofen. 

‘に
從
つ
て
人
間
自
身
及
び
彼
等
の
經
濟
的
活
動
.を
出
發
點
、
し
、
彼
等
，に
對
ず
る
空
間
の
：影
響
ど
空
：間

的

：
 

■
係
に
對
す
る
彼
等
め
作
用
マ」

を
研
究
し
て
居
る
。
 

.
 

.

斯
の
如
ぐ
經
濟
地
理
學
の
包
括
す
る
所
極
め
て
廣
讽
に
し
て
> 
之
が
任
務
す
る
所
は
當
に

1

館
の
専
門
的
研
究 

を
必
要
ぐ
,す
る
事
は
明
白
で
あ
る
。
而
し
て
畢
竟
之
が
刷
究
の
主
服50

す
る
所
は
疑
：ひ
も
な
ぐ
經
濟
的
諸
現
象
を
地 

a
的
に
考
擦
す
る
事
に
他
な
ら
な
い
め
で
あ
る
が
"
而
も
猶
從
来
の
著
作
に
於
て
は
、
未
だ
經
濟
上
の
豐
富
な
る
傑 

梵
の
結
粟
を
有
効
に
利
用
し
以
て
地
理
學
上
の
見
解
ざ
綜
合
す
る
の
努
力
が
充
分
に
行
は
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。

.
寧
ろ
彼
等
は
經
濟
地
理
舉
の
任
務
を
雜
濟
學
並
に
そ
れ
が
傑
斑
0
結
果
'に
尉
し
て
出
来
る
だ
け
嚴
密
に
制
限
し
或
は 

文
出
来
る
だ
け
狹
K
な
る
範
圍
に
制
限
せ
ん
マ」

し
て
居
る
よ
う
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
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Schmidt 

の

最

近
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著

作

，
，

W
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2
5
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は
從
来
の

經
濟
地
理
.學
に
於
け
る
這
®
の
缺
陷
を
指
摘
し
て
居
るI

彼

は

此

臀

に

於

て

地

理

：學

的

，方

法

，
其

の

歴

史

的

發

逮

並 

に

其

：の
：研

究

手

段

を

#
明
し
就
中>

 

經
濟
學
上
の
研
究
に
於
け
る
地
理
.的
方
法
の
發
達
を
開
示
し
.て

居

る

"

而

し 

て1

方
に
於
て
は
經
濟
學
並
に
地
理
學
め
之
が
發
逢
上
：に
於
け
る
密
接
な
る
W
係

を

：解

明

す

る
S
.共
に
、
他
方
に
於 

て
は
經
濟
的
研
'洗
S
地
理
的
研
究
の
結
合
の
道
を
開
拓
し
"
以
て
理
®
的

辨

濟

地

理

：學
..へ
の
道
程
，を
指
示
せ
んVJ 

試
み
て
居
る
。(Einleltung)

以
下
其
の
内
容
に
從
つ
て
、
斯
學
の
研
究
に
■
ず

るS
O
B
m
i
d
t

の
所
論
の
大
要
を
紹 

介
し
ね
い
ビ
思
ふ
。

.
第

二

十

卷

Q
1九
-じ
礎
濟
地
理
學
碑
究
に
開
す
る
t

ミ
，ク
ド
0
,11:̂解 

S
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二

1H
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十

卷

(
一!1

九

'

1
1
)

輕

激

地

，
趣

學

研

究

！
！
關

す

’る
シ
ュ
i

 

♦
ト

の

解

：
 

第
，

lli: 

U

5

.
s
c
h
B
I
d
t

の
見
解
に
依
れ
ぱ
> 
地
现
學
を
自
然
科
學
の
上

R
:建
設

せ

るs
c
h
t
h
o
f
e
n

の
舉
說
は
> 
今

日

多

く

の
、

地
理
學
者
に
と
つ
て
、
彼
等
が
經
濟
地
®

舉
に
對
す
る
熊
度
の
準
則
i
な
つ
て
居
る
。
1

1

3
の
主
張
す
る
所 

.

に
よ
れ
ぱ
地
測
學
は
土
地
0
^
!1
1然
的
劇
係
を
出
發
點
ピ
す
る
も
の
で
な
ホ
れ
ば
な
ら
な
；い
。
：俳
し
近
世
の
文
化
1

 

、
 

の
下
に
於
て
自
然
的
障
糾
は
始V

j

其
の
意
義
を
失
ゥ
て
居
る
の
で
あ
る「

我
々
ゆ
猶
過
去
の
#

く
は
發
達
程
鹿
の
M
 

さ
±
地
の
交
通
地
珊
的
考， 1

:

じ
耽
る
を
以
て
甘
ん
じ
て
屈
ろ
◊
併
し
最
初
の
鐵
道
は
我
我
々
'の
結
論
を
破
壊
す
る
"
而 

しP

西
歐
文
化
の
交
通
地
理
は
其
の
顯
著
な
る
特
徵
に
於
セ
自
然
地
理
ご
は
遙
か
に
遠
い
刷
係
を
有
す
る
に
過
ぎ
な 

い
0
そ
は
，次
德
次
館
に
ぐ
民
；

®
濟
及
び
#
界
經
濟
の
一
部
R
を形

：'

成

じ

ゥ
 

> め
る
。」

(F. 

<
, 

R
i
c
h
t
h
o
f
b
p

 ‘C
M
n
a
s

 

w
in
n
e
n
v
e
r
k
e
h
r 

in, 

s
d
n
e
n

 w
e
z
i
e
h
u
n
g
e
n

 

zur 

IMatur 
des 

L
s
n
d
s
,

ニ9
1
2
)
。

鄰
る
が
故X

!

此
の
見
解
に
從
へ
ぱ
ぺ 

‘

ダ
チ
ス
タ
ン
に
於
け
る
商
紫
は
地
理
の
對
象
で
あ
る
が
、
英
國
に
於
け
るH

業
は
最
早
や
地
趣
的
對
象
で
は
な
い
。

そ
し
て
ベ
ん
チ
-ス
，タ
ン
に
近
世H

紫
が
始
ま
る
と
共
に
そ
れ
は
：地
理
の
雜
圓
外
に
，逸
出
す
る
事
に
な
る
の
ヤ
あ
る
ん 

地
理
學
者
が
一
般
化
叙
上
の
狭
隨
^
?
^ろ̂
見
解
じ
止
ま
る
こ
v
-の
出
来
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
何
ど
な
れ
ば
、
近 

,

世
エ
業
が
歐
羅
&
及
？5
米̂
利
加
の
廣
れ
な
る
範
圓
ね
直
づ
て
典
の
.地
方
的
特
色
を
決
定
し
て
居
る
今
8

に
あ
^

て
は 

巧
く
も「

土

地S

上に
！！：

等

か

明

か

な

る

印

象

を

與

へ

て

居

る

7P

の」
の
み
が
地
理
に
嵐
すV

い
ふ
點
に
方
法
論
的
墓 

碰

を

置

い

て

思

る

人

な

、ら
ば
，
當

然

一 

H

業

地

域

のH
®

>
交
通
設
俯
等
の
；中

に

近

世

H

紫
の
地
现
的
意
義
を
指
承 

.

せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
#

だ
か
ら
で
あ
る
。
：併
し
事
賞
上
近
世H

業
は
银
に
地
a
的
說
明
に
於
け
る
殘
律
ご
し
て
止
つ
て
居

る
。
例
へ
ぱK

a
r
l
S

ぶper 

.は
經
濟
地
8
學
に
關
す
る
近
ま(

前
揭
进)

に
.於
て
、
世
界
の
i

紫
：に
關
.し
て
僅
か
數
黄
を

 

 ̂

斜
さ
次
の
.
く̂
遂
べ
て
居
-る
®「

我
々
為3̂

人
ぱ
-7 : 

 ̂

X 

i 

 ̂

U
K 

^
.
.

1̂
1
1從
，.ジ
て
-

inr

身
..の
觀
察
及
.，び
自
身
，'の
：..經
驗.に

.-

よ
'. 

サ：：

ウ
て
近
世
工
業
の
勞
働
條
仲
及
び
勞
働
ぷ
法
を
熟
知
し
て
.居

る

か

ら

し

て

、

之

等

の

‘事

柯

を

詳
細
じ
説
明
す
る
の
壤 

^
 

な
し
タ
信
ず
る」

-

yj。

斯
學
に
關
す
る
方
法
論
的
见
解
に
於
て
特
妹
の
傾
向V」

才
能
ビ
を
有
す
る
自
然
地
理
學
者H

.

 

H
a
s
s
l
n
g
e
x

は
次
の 

如
.

JV

意
見
を
吐
露
し
て
居
る
。
經
濟
地
理
學
の
研
究
は「

自
然
的
條
麟
關
係」

の
み
限
定
せ
ら
る
可
さ
で
あ
ふ
"「

人 

エ
的
®
濟
的
影
響
は
®
民
經
濟
の
®

域
に
屬
ず
し
ざ
。(

々
s
r elnige 

A
u
f
g
a
b
e
n

 

geographischer 

F
o

プhu
n
g

 
u
p
d

‘Lehre,.  I9
r9

)

又

,
1
1 H

i
t

は
地
®
學
は
®
银
及
び
資
本
、

銀
行
及
び
取
引
所
の
地
®
的
考
银
じ
就
て
は
論 

せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
、

/J

述
べ
て
居
る
。：

-

併

しS
c
h
m
i
d
t

の
所
見
お
以
て
せ
ぱ「

資
本
即
ち
經
濟
の
實
行
に
向
つ
て
の
勞
働
生
靡
物
の
貯
藏
が
、
，地
球
の
狀 

態
に
對
し
又
地
方
の
特
質
に
動
し
て
有
す
る
意
義
を
指
示
す
る
#

を

以

て

、

恐

ら

く

は

正

路

を

離

れ

、？：！
も
の
ざ
考
へ 

ら
れ
な
い
の
.で
あ
る
ご
地
®
的
考
擦
者
は
®

に
經
精
の
原
始
的
形
態
の
み
を
比
較
す
る
。へ#

交
明
國
例
へ
ぱ
娘
端
西 

. 

の
工
業
地
*

ミ
‘！：然
的
德
源
に
充
滿
せ
る
も
資
本
に
乏
し
き
所
の
南
米
地
方
マJ

を
比
較
す
る
。
さ
れ
'̂
か̂
の
歐
維
巴 

諸
文
明
隣
の
傾
域
に
於
て
♦
道
路
*
橋
梁
、
建
物
"
機
械
，、
動

力

設

備

，
土

地

改

良

等

の

形

で

合

體

し

た

る

®
定
資
本 

如
何
に
ま
货
有
の
梢
大
を
現
山
し
つ
、
あ
る
か
。®

本
に
缺
‘な
せ
る
國
は
か
の
；
一
切
の
文
化
財
を
供
給
す
る
事
が 

如
何
に
吝
か
で
あ
ろ
か
！ 

0

然(

0
.然
原
料
及
び
自
然
力)

W

勞
働(

人
：

間
の

®
®
:

的
、
肉
體
的
勞
働)

？

じ
：
對

し

ャ

"

今
や
瘦VI

の
創
造
物
即
も
過
ま
の
祭
働
の
結
果
に
し
て
而
も
將
來
の
勞
働
に
.對
レ
て
T
I切
の
設
備
を
供
す
る
所
の
資 

. 

本
が
蒋
在
す
る
。
侮
年
お
ギ
、.
土
地
耕
作
ゾ
郷
山
採
掘
-マ
家
摩
肆
造
"：
水
力
の
雄
得
利
用
、
.機
械
器
具
の
生
商
等

よ
つ
て
、：勞
働
は
ほ
然
原
料
を
資
本
に
造
り
上
.げ
る
。
而
し
て
資
本
の
運
轉
湖
間
や
利
子
の
高
低
は
人
民
の
經
濟
的
.
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1

ニ
六

桃
造
如
何
に
從
ひ
各
侧
每
に
異
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
，資
本
の
國
際
的
够
動
は
利
#
並
に
其
の
變
動
の
地
®
的
併 

♦ 

逮
密
接
な
る
働
係
を
有
し
て
居
る
。
又
現

4

&
及
び
將
來
に
於
け
る
植
民
問
題
,
農
業
國
家W

工
業
國
家VJ

の
■
係 

他
の
諸
大
陸
に
®
す
る
歐
維23.

の
地
位
-
*
細
亞
"
亜
典
刹
加
"
南
米
の
純
濟
的
獨
立
自
治
等
は
世
界
の
資
本
形
成 

並
に
其
の
地
®
的
相
逮
の
問
題
に
最
も
密
接
に

■
係
し
て
居
る
。
諸
國

R
於
け
る
資
本
の
形
成
其
の
移
励
及
び
堆
積 

は
全
國
土
並
に
全
國
段
の
富
裕
及
び
貧
窮
を
指

‘ポ
し
て
居
る
"
資
本
は
今
日
人
類
の
物
質
的
文
化
財
の
最
も
重
大
な 

;

を
某
礎
で
あ
る
。
從
ゥ
て
又
；地
.球
上
の
最
も
重
要
な
る
現
象
のI

で
あ
る
。
然
る
に
經
濟
地
理
學
は
今
日
®
此
の
現 

,

象
を
全
ぐ
取
扱
は
す
、
！若
ぐ
は
全
然

"
皮
相
的
に
の
み
取
极0

て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

斯
の
如
ぐ
し
て
今
日
の
經
濟
地
理
學
に
於
て
は
*
其
の
主
張
す
る
所
の
.任
務
ざ
此
の
任
務
k
處
し
て
當
に
爲
し
ゥ 

あ
も
所
の
も
の
ざ
め
間
に
は
大
な
る
溝
渠
が
あ
る
。
實
に
經
濟
的
租
象
の
地
现
的
分
布
は
*
植
臉
や
動
物
の
地
® 

M
r 
I:
的
分
布
ヒ
同
樣
にI

の
學
問g

输
圓
で
は
あ
る
が
、
遙
か
に
紛
糾
錯
雜
せ
る
、
從
ウ
て
更
に
一
層
其
の
研
究
に
®
難 

レ
や
：；レ
な
^
 

專
ら
自
然
科
學
的
k
探
究
さ
れ 

L
M
"な
る
從
來
の
經
濟
地
理
夢
で
は
十
分
で
は
な
い
。
之
れ
即
ち

S
c
h
m
i
d
t

が
芬
k

「

經
濟
的
研
究
ご
地
®
學 

.、/」

の

綜

合
 
S
し
て
の
經
齋
也
®
學

-G> ole 
,

wirtschaftsgeographie 
als Synthese 

der 

wirtschaftsforshunp^

§
d 

G

おg
r
a
p
H
e
/

じ
を
要
求
す
る
所
以
な
の
で
あ
る
。(SS. 

164-16
6

レ

ill  

,
.
 

.

.

.

.
W
O
I
&
.
.

は

次

の

如

ぐ

論

述

し

て

居

る

.。
經

濟

地

理

學

の

學

問

的

館

陶

は

I

W
ち

經

濟

的

講

現

象

の

地

理

的

分

布
 

. 

は
其
の
，全

旦

ジ

て

纽

辕

め

じ

tniC

'統

I

的

に
W
究
さ
れ
な
け
ぱ
な
ら
な
い
。
地
地

‘®
者
め
、經
濟
舉
者
に
ょ
う

1 

て

好

ん

で

主

張

せ

ら

れ

る

所

の

制

然

な

る

科

學

的

化

業

の

稍

益

は

勿

論

明Cil

な

る

所

で

は

あ

る

が

、

俳

し

移

働

の

分

割

は

常R
努

働

の

結

合.
也令

：！

し

て

居

る

事

を

記

憶

し

な

け

れ

ば

な

、ら
ぬ
。

專

研
t

九
者
は
此
の
事
を
看
過
し
が 

ち
で
あ
る
。..Gustav 

R
l
i
n

は
言
ゥ
て
居
‘が
、「

謝
々
の
科
學
が
共
に
並
ん
で
居
る
の
は
#
車
だ
け
で
あ
っ
て
人 

間
の
頭
腦
の
中
で
は
な
い
し
と
。
俳
し
乍
ら
勞
働
分
劇
の
目
的
ざ
す
る
所
は
、
賞
に
別
々
R
な
さ
れ
れ
る
勞
働
を
共 

通
の
勞
働
生
産
物
k
結
合
ず
る50

い
ふ
點
に
あ
る
。
精
細
に
事
物
を
考
凝
す
るV

J

い
ふ
理
由
か
ら
此
の
結
合
反
毅 

す
る
入
が
あ
っ
て
も
％
而
も
彼
は
、
知
的
對
象
の
引
力
が
傅
統
的
な
學
問
形
式
論
以
上
に
出
づ
る
事
を
妨
ぐ
る
事
は
出 

水
な
い
。
何
マ」

な
れ
ぱ
限
界
な
る
も
の
は
現
象
其
の
も
の 
>
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
现
象
に
關
す
る
舉
說
の
中
に 

-存
す
る
の
で
あ
っ
V
V
:を
は
唯
研
究
の
®
際
的
必
要
に
の
み
基
さ
、
且
っ
學
問
上
の
分
紫
を
正
當
-̂
し̂
て
居
る
の
で 

あ
る
。
併
し
此
の
®
際
的
必
要
は
又
>
激
し
も
知
的
對
象
そ
め
も
の
が
其
れ
を
促
す
場
合
に
は
-
勞
働
の
結
合
を
® 

お
づ
け
且
っ
之
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
單
に
經
濟
の
原
始
的
形
武
の
み
を
地
理
的
に
研
究
せ
ん
ご
す
る
經 

濟
地
®
學
は
、
正
に
斯
學
に
附
與
さ
れ
て
居
る
最
も
價
値
あ
る
科
學
的
武
縣
*
即
も
地
球
全
t
e
R一
旦
る
地
®

的

比

較 

の
方
法
を
放
棄
す
る
も
の
に
他
な
、ら
な
い
の
で
あ
る
。

'

さ
て
經
濟
地

®

,

學
は
其
の
名
の
示
す
如
く
，、
常
に

1

一
筒
の
科
學
の
結
合
か
ら
生
す

.

る
所
の
一一

重
の
.性
質
を
持
っ
で 

. 

あ
ら
ぅ
ゾ
從
ゥ
て
典
の
任
務
の
遂
行
も
亦
此
の
二
重
の
性
質
に
適
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
◊
勿
論
經
濟
の
自
然
的
盤 

,:

礎

，と
經
谏
現
象
其
の
も
の

(

震
の
分
布
が
研

I

九
の
對
象
き
な
る
所
の
、)

ざ
が
常
にM

別
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
卯
も 

天
與
物
と
财

*

地
力
マ」

富
ご
が
闕
別
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
询
に
我
々
は
単
に
地
上
に
於
け
る
自
然
现
象
の
容
間
的 

分
布
の
み
を
考
察
す
る
所
の
純
然
た
る

^

1

1

1然
科
學
的
地
理
學
を
想
像
ず
る
事
が
出
来
る
。
之
に
屬
す
る
も
の
は
単
に

\ 
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海

奶
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Q
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號

ニ一

八

地
力
ご
自
然
物
し
て
の
人
間
と
の
み
で
ぁ
る
。
併
し
地
理
學
が
此
の一

而
ぜ
、見
解
を
避
け
て
居
る
の
は
正
‘常
で
ぁ 

.
る
。
，何
’ヒ
な
れ
ば
、
地
球
の
全
表
而
に
於
て
はN

ご
れ
が
利
用
せ
ら
れ
て
居
る
限
ク
R
於
て
"
純
粋
の
自
然V

J

い
ふ
も 

b
.

み

は

明

か

に

一

の
觀
念
で
：ぁ

ウ

て
！
？
#

で
れ
な
い
か
ら
で
ぁ
.る
。
故
に
地
上
の
一
切
の
現
象
、
即
ちS

然
並
に
文
化 

,i 

::

の
容
問
的
分
布
が
地
®
學€

:
對
象
で
ぁ
る
。
地
理
學
は
個
々
の
地
域
の
總
ゆ
る
包
藏
物
*
即
然
が
與
ふ
る
所
の 

M

h 
.地
力
ビ
人
間
の
作
出
す
る
所
の
富
と
を
其
の
落
間
的
■
係
に
於
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ぱ
即
ち
總
て 

,
,
,
の

地
®
學
者
は
必
す
又
經
濟
地
理
學
者
た
ら
ざ
も
を
得
ぬ
で

ぁ

ら

.
？
.
。

ぐ
n
て
 ̂

み
に
刷
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
俳
し
財
は
天
與
物
か
ら
得
ら
れ
"
且
つ 

:ン
，有
明
物
の
み
が
旧
の
*
象W

な
る
。
故
に
事
物
を
其
の
根
抵
か
ら
研
究
せ
んVJ

す
る
經
濟
學
者
は
、
加
何
な
る
前
提
0 

一；：

下
に
於
て
夭
與
物
か
ら
商
用
物
が
生
す
る
か
の
事
情
を
看
過
す
る
事
は
出
涨
な
い
。
.有
用
物
が
如
何
に
し
て 

ホ
：；H

：::

る
"

St

e
:い
ふ
そ
の
挟
術
的
縛
過
は
彼
等
の
研
究
#
象
で
は
な
い
が
、
財
そ
の
も
の
、
本
質
ビ
財
獲
得
の
赂
他
，、し
は
.恐 

, 

.

ら
く
之
が
對
象
れ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
ぁ

る

。
然
る
k
經
濟
財
の
本
質
は
地
上
に
於
け
る
其
の
箱
狂
の
稀
少
ご

場 

:
ぃ
一
二
"
所
：

£

制
限V,

に
S
づ
い
て
居
ろ
。i

め1

切
の
生
産
は
場
所
的
變
化
を
示
し
"
財
の
一
切
の
交
換
は
場
所
的
称
轉
を 

ぶ
：；：、

指

示

す

る◊總
ゆ
る
經
濟
御
®
職

暨

激

、猫
得
、
使
用
、
消
費
に
よ
ろ
空
間
的
分
離
か
ら
生
す
る
。
各
人
は
督
i
 

い
-
M
の
空
間
的
洒
励
箱
圓
を
有じ

"
"

總
ゆ
ろ
商
品
は
K
の
販
路
を
' 
總
ゆ
る
：經
濟
的
勸
務
給
付
は
各
々
そ
の
勞
*
の
®
域

を
持
つ
て
居
る
.' 
故
に
經
濟
的
研
究
は
歩
一
歩
經
濟
的
諧
現
象
の
空
間
的
分
.布
タ
あ
の
原
»
,
/レ
を
®
货
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
ろ
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
此
のi

i

題
を
系
維
的
に
f
iつ
總
描
的
に
研
究
せ
ん
す
る
な
ら
ぱ
、
彼
等
ら
亦
經
濟

:

地
：理
.學
k
向
ふ
事
に
な
る
で

め̂
ら
‘ラ
。
此
の
北
ハ
i
-
®箱
圓
.の
上
.に
地
.理
舉
マ
し
經
濟
學
は
.か
I
の
研
究
に
向CV

て
猪
：

，合
す
，♦
の
-'
 で
あ
る
‘。
-

-
 

.
 

. 

,,

W
し
此
の
共
通
の
飾
圓
に
對
し
て
'地
：理
學
者
た
.輕
濟
學
廣
ざ
-は
固
よ
'々
同
じ
立
場
に
立
づ
セ
替
る
も
の
で
は
な
• V。 

研
究
®
象
に
動
す
る
彼
等
の
理
解
>
:彼
等
の
出
發
點
> 
そ
の
考
察
方
法
並
に
も
の
取
极
方
法
が
夫
々
異
つ
て
る
の 

で
ぁ
る
餅
し
乍
ら
共
通
の
研
究
は
不
斷
に
手
段
方
法
の
典
通
を
顯
著
な
ら
し
む
る
で
ぁ
ら
'ぅ
。(5

S. 

I66
-I6

S)

,
.

四
'..:.

地
®
學
R
於
け
る
經
濟
現
象
の
說
明
に
關
し
てS

c
h
m
i
d
t

は
更
に
填
ん
で
次
の
如
ぐ
論
じ
て
g
る
。

地
理
學
'者
が
哪」

濟
W
事
K
を
其
の
盘
間
的
■
係
‘に
於
て
考
察
.し
て
居
る
事
は
明
か
で
ぁ
る
0
彼

等

次

の

*
賞
を 

說
明
し
て
居
る
ゎ
人
間
の
.經
濟
的
行
爲
が
、
全
地
方
の
植
物g

屬
を
如
何
に
根
本
的
に
毅
革
す
る
か
、
原
始
的
動
物
界
=

の

一

部

を

如

何
に
常
に
絕
減
ず
る
か
、
如
何
，；

^
請
糊
の
植
物
.や
動
物
を
培
養
飼
#
し

.海
の
一
部
を
埋
立
て
、
水
力
を 

利
用
し
、
且
つ
河
流
ビ
洋
マ」

を
相
互
‘じ
結
合
し
つ
V
ぁ
る
か
I
?い
ふ
事
を
。

さ
れ
ぱ
經
濟
的
諸
：現
象
の
地
理
.的
分
一 

布
は
地
理
學
者
が
斯
學
.め
.範
圓
し
て
有
す
る
所
の
廣
讽

k

し
て
多
様
な
る
..研
究
就
域
の
本
奪
的
一
部
分
な
る
事
は 

明

白

で

ぁ

る

。
地

學

學

紫

は

メ

例

へ

ぱ

動

物

地

理

學

を

斯

學

，の

I

部
門V

J

し

て

放

棄

し

棒

な

い

VJ

同
様
、
否
そ
れ
以 

上
に
、
經
濟
地
®
學
を
其
のj

部

マJ

し
て
忽
諧
じ
附
す
る
を
得
な
い
の
で
ぁ
る
。
何
，/

」

な
れ
ぱ
人
間
の
經
濟
カjfr 

動
は
地
相
に
對
し
動
臉
が
爾
か
ぁ
る
よ
タ
も
更

R
遙
か
にj

j

大

な
る
關
係
を
有
す
る
か
ら
ヤ
ぁ

る

。

唯
兹
に一

つ
の£5

题
が
生
す
る
。
地
理
學
者
が
此
の
部S

Z

に
於
け
る
研
究
家
、

/J

じ
て
若
ぐ
は
獨
立
の
説
明
者
と
し 

て
活
動
す
る
事
が
許
さ
る〜

か
如
何
か
"
若
ぐ
は
彼
が
全
說
明
を
系
統
立
て
る
た
め
に
®
係
科
學
の
研
究
の
結
果
を 

. 

採
用
す
る
を
以
て
滿
足
す
可
さ
‘で
ぁ
る
か
如
何
か
の
間
題
が
即
ち
之
で
ぁ
る
。
地
，®
學

者

；̂

は

常

に

次

の

如

き

危

險

绝一

十

卷

(

3
九
七)

艇
濟
地
理
學
研
‘究
じ
關
-i-̂ る 
シ
ュ-ミ
$
;
ド
の
具
解

 

§!
歡*

1
1I t

も
'

I



俄I
T
I

 

s
九
八)

經
狭
地
现
學
辆
究il

S

す
る
シ
ユ
ミ
v
r
の
解 

第
l
i 

5

0
 

が
伴
つ
て
風
も
。
.そ
れ
は
ぃ
.
彼
»
條
ね
に
包
招
他
で
あ
る
か
ふ
從
つ
て
彼
が
處
®
す
可
.き
總
ゅ
&
部H

に
根
本
的
研 

究
提
供
す
み
の
地
位
に
適
し
な
い

:ざ
い
ふ
危
臉
で
あ
る
。
地
理
學
ぱ
'海
洋
の
加
ぐ
*撒
消W

し
て11： 5

ウ
平
f
f
lで
あ
る 

V
J

の
.言
は
、斯
學
を
’！̂
而i

に
理
辦
し
て
居
な
'

』

の
.，

；̂

 

§-
み
全
然
正
し
い
言
蓝
で
は
や
る
が
'
斯

學

の

深

奥

な

‘る
意
義 

を
理
解
し
て
嚴
る
者
に
ざ
づ
てt

r

她
理
學
ほ
又
海
炸
の
如
ぐ
深
淵
に
し
て
直
う
庫
#

©
お
も
'も
の
な
の
で
あ
る
。

脚
.の
如
ぐ
地
域
學
が
廣
抓
な
も
範
圓
を
有
す
る
共
に
自
ら
其
中
に
犬
な
るi

g

險

を

包

蔵

し

て

居

"
る

み

で

あ

ん

か 

ら
> 
斯
ぐ
も
重
寒
な
：’る
®
‘

i

をfij
し
ぐ
研
究
せ
ん
マ」

欲
す
る
者
は
又
疋
に
甚
大
な
る
義
務
を
資
ふ
も
の£

1 E

は
な
け 

彼
ぱ
地
上
⑩
か
け
る
.I.
切
..の
现
象
.

§
;

地

域

的

分

布

が

概

®
の
場
所
的
厥
係
を
研
レ
な
け
れ
ば 

©
ら
な
い
".

現
象
0
本

質

を

徵

梵

：ポ

る

斯

本

'そ
§̂
任

；務
ザ
，
は

な

い

が

、

若

：じ
：
も

彼

が

其

等

现

级

の

空

間

的

分

布

を

地 

上

に

於

け.も
其
め
作
用
ざ
を
機
梵せ

ん
！.；#

せ
ぱ
、
當
然
そ
の
本
.
®を
も
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬgv:

で
あ
も
。例
-へ
ぱ
植
物 

§

地
理
的
分
布
•を

の

生

蒋

膨

械

§

得

め

の

：
w

t
、
を

の

繁

贿£
敦
減
：を

を

搬

览

し
’斯
ぐ
.て
叉
植
物
#
^
^存̂

，條

佛"
# 

ち
ま
®
、水
"
®度
‘、光
線
、
空
i

に
¥

を
®
 i

0
i

係
.
藥̂
耀
せ
ん
と
欲
す
る
も
め
ば
、他

®
:

の
本
質
を
：根
本g

 

にM
#

し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
々
又
.士
搬
形
成
の
原
因
を
知
る
ね
め
に
は
.地
質
學
め
铅
娘
.
利̂
用
：̂
ね
ぱ
な
ら
ぬ
.。
氣

.候

學

は

：地

理

學

の

一

部

阿

で

は

あ

る
.，

か

、

併

し

地H
學
者
が
土
地
め
氣
候
を
研
.览
せ
ん
が
た
め
に
は
氣
象
學
の
ぉ
跟

.

 

.
 

.

.
• 

•
 

■

.
 

•
 

•
 

■ 

•
 

.

を
採
用
セ
ね
は
な
ら
な
'い
.の
ヤ
'あ
...
る
。

ル
然
る
に
做
界
の
經
濟
は
學i

l0

箱
圍
S
し
，て
雜
常
.に
廣
败
旦
ウ
多
樣
一
で
あ
る
。.
故
に
港
し
も
地
理
學
紫
が
少
ぐ5 .；

も
氣
候
：學
者
ざ
し
て
氣
厥
■
係
を
取
极
か
形
®
.學
者
ビ
し
て
地
形
を
取
极
ウ
た
タ、レ
同
じ
精
密
さ
を
以
て
其
の
蛛
^
を̂
-

「

經

傳

地

：理

寧

め

開
：：

拓

者

：
及
.び

歡

設

者.

.が

.

33

来
，な

け

れ

ぱ

，

彼

-は
炎
し
て
：

g」i-A,.LUUI-iuuir

l
i
i
i
i
f
L
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
l
l
l
^
r
i
l
l
s

.て

.の
，地
•位
じ

出

來

な

か

.。
彼

セi

最

に

地

上

の

他

の

諸

现

欲

を

.取
报

づ

ね

マ」

同

ぶ

精

®
さ

を

以

て

經

的

濟

現

象

.を
處

®

し

な

け

れ

跋
 

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。 

‘

她
理
學
紫
は
最
も
緊
切
k
し
て
.且
ジ
最
ぁ
重
®

な
る
#

務
.ざ
し
T
個
タ
の
國
の
經
濟
的
刷
係
を
説
明
す
る
努
ネ 

VJ.

居
る
。
而
レ
て
此
點
に
.個
しV

；

從
來
優
れ
れ
る
研
览
家
も
亦
少
な
し
、ざ
は
し
な
い
0
併

し

ボ

命

日

猶

勝

々

：：：̂

る 

が€
<
*
*
,

純
濟
她
理
科
ゾ
が
單
な
る
厳
計
の
作
成や

"
：

傳
K

の
羅
列
や
又
は
統
計
：

g

說
朋Q

勸
勉
な
る
狐
集
に
止
ま 

る
f

ぱ
菊
ご
間
®

で
は
な
い
0
蓋
し
個
々
の
事
廣
の
堆
積
は
み
し
て
科
學
で
は
な
い
か
，ら：
の
る
。
科
學
ビ
し
て 

の
經
滴
她
理
學
体
更
P
.
一
層1<

 
な
る
枉
務
を
遂
行
し
れ
れ
ぱ
な
も
な
' い
0
、
そ

は

を

厕

の

一

舰

的

地

位

と

之

が

經

.濟
 

ホ

ゆ
發

邀

の
脚
係
を
研
究
せ
ね
ば
な
，
ら
ぬ

"

又

I
®

民
ゆ
.廣

働

が
線0

て
以
て
立
：
ゥ
所
の
一
ま
：然

的

及

び

，
社

會

的

甚
 

灘
を
か
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
斯
ぐ
し
て一

.國
の
.經
濟
的
.桃
造
は
有
機
的
形
成
ざ
し
て
、
I

即
ち
典Q

根
を
深 

地
中
k
箱
げ
其
ゆ
ま
枝
★
地
球
の
全
‘包
藏
物
お
#
栽
に
組
合
せ
.て
居
，る
所
の
有
機
的
.形
成
せ
レ
て
解
明
せ
も
れ
る 

で
あ
，、.
，̂ジ
。
M

に
進
ん
で
輕
薪
地
理
學
は
"
又
國
民
#

勞
働
と
人
頼
の
經
濟
的
生
活
.ど
の
廣
：

g

な
：る
職
：結
V,
即

あ

撒

界
 

經

資

づ

る
义
の

勢

■
係

を

な

け

れ

ぱ

な

、ら
ぬ
。
斯
ぐ
て
：制
め
す
そ
は
廣
大
な
る
研
究
の
箱
圓
有
す 

i

い
，.ふ
事
に
お
る
の
で
あ
る
。
：而
し
て
經
濟
地
理
：學
の
：叙
上
の
養
婴
な
る
任
務
はM

に
經
濟
：的
附

g

の
結
娘
を
總 

辉
的
•し
比
較
ず
る
事

R
ょ
つ
：H

の
み
鍾
成
せ
、ら
れ

る
で
あ
ら
う
0
絲
K
初
め
て
地

球

ざ
經
濟

W

の
密
接
な
る3

系
が 

☆
.
體
的
にg

.
n
5」 /J

な
ね
ァ
兹
に
初

：
^
て
，
，
一
般
，經

濟

地

®
學

上

の

，，槪

：念

.が
形
成
せ
ら
れ
，

る

で

あ

ら

う

。

而
し
て
：そ
れ
に
，

ょ

つ

て

我

々

，は
：
祭

間

的

相

遂

V

典
.
®ゃ
決
定
R

S
働
カ
マJ

を
認
.赚
む
，：.
依
つ
て
以
て
料
學
的
對
象
を
賞
ル
に
ま 

配
し
得
る
で
あ
ら
う
。(SS. 168 ,170 ) 

. 

,

#
1
1

十
卷

.

(

H
九
九)

掘
辕
她
理
摩
研
究
に
開
す
る)

n
>
、

タ

ド

の

辦

飄

第
S
域
，



ニ
：

-f-fi 

(

s

o

o

v艇
资
桃
趣

®
研
货
じ
侧
す
る
シ

.
r
:ッ
ド
め
見
郁 

：

'
|
!職

j
l
!
m

, 
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. 
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/

.

.

上
，め
兄
解k
並

い

てSc
h
m
i
d
t
.
は

..「

地

理

學

ミ

經

濟

的

研

究

ざ
：：

の
，綜
合
ビ
し
て.0
經

濟

地

理

：
學
し
を
，#

張

し

て 

居
る
の
で
あ
る
。
即
ち一

般
觀
濟
地
理
學
に
於V

地

理
學
き
が
廣
仇

な

る

經

濟

的

研

究

，の
結

.果

.に
依S

せ
ざ
る
を
得 

な
い
，様

に

、
他
方
經
濟
的
現
象
の
地
理
的
分
布
に

i

す
る
知
識
を
系
統
的
に
總
括
す
る
れ
め
の
經
濟
的
研
究
が
な
さ 

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
説
い
て
居
る
Q 

W
び
そ
の
所
説
を
迎0

て
之
を
越

ょ

ぅ

。

日
く 

地
理
：學
者
が
地
球
か
，ら
出
發
す
る
に
對
し
て
經
狼
學
者
，は
經
濟
現
象
を
其
の
出
，發
點

i
し

て

居

る.

一

は
地
球
の 

容
間
的
分
布
ざ
そ

®多
！
！

ダ

る

包

藏

物

さ

を

探

究

す

る

に

必

要

な

る

方

法

を

支

配

し

"
他
は
そ
の
地
理
的
分
布
が
‘探 

究
さ
れ
る
所
の
"
對
象
に
精
地
し
て
居
る
。
地
理
學
.者
が
先
づ
此
の
對
象
の
知
識
を
；得
な
け
れ
.ぱ
な
ら
ぬ
樣
に
、
經 

濟

舉

者
は
先
づ
地
理
：學

的

方

法

依

®

せ
ね
ば
な
ら
な
い
0
,

然
る
に<

r

 

M
多

ぐ

の

經

濟

學

者

は

"
經
濟
ヒ
地
球
上
の 

他
の
I

V

.
の
關
係
の
I

即
I

I

活
に
f

る
地
理
的
制
限
の
I

にM

し
て
H

f

成
は
其
め
論
及
を
否
認
す
る
の
態
度
を
以
て
％
之
を
同
避
す
る
の
倾
お
が
あ
る
"
嘗

て

E
b
e
r
h
a
r
d

 

G
o
t
h
e
i
n

が
記 

し
れ
ょ
ラ
に
"
經
濟
學
は
.猶
：未
だ
驰
现
學
か

ら

可
能
な
る
利
用
を
充
分
收
得
し
て
居
ら
な
い
の
で
あ
る」

。(D
i
e

 Auf^ 

g
a
b
s

 

der 

K
u

ぎrgescHchte, 

1
8S

9
, 

s
,

 4
3
)。

我
々
は
常
に
國
民
經
.濟
學
が
各
國
の
經
濟
に
開
す
る
考
察
に
於
て 

夫
，々

の

國

の

經

濟

ご

其

の

自

然

と

の

內

部

關

係

に

論

及

し

て

居

ら

^

い̂
の
を
知
づ
て
居
：る
。
同
樣
に
他
方
に
於
て
地 

理
學
は
、
其

の

場

合

：ボ
生

t

る
諸
問
題
の
困
難
を
充
分
考
察
す
る 
一

な

く

し

て

®

濟

的
I

地
理
的
敷
象
の
說
明
を 

敢
て
し
て
居

る

の
で
あW

。

,

故
に
今
日
の
經
濟
地
理
學
は
依
然
と
し
.て
#
ら
絲
計
的
記
*
的
説
明
め
階
段
に
停
止
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
の
.で

あ
っ
て
、與
の
體
系
及
び
研
究方

：.

法
に
於
て
は
®
物
地
理
.學
及
び
動
物
地
理
學
す
、ら
篮
か
に
及
ば
な
い
の
で
め
る
0 

之
が
解
決
は
嚼
地
理
學
的
研
究
，じ
經
濟
學
的
研
究VJ

の
相
互
の
縫
合
に
依
っ
て
の
み
，な
さ
れ
得
る
。
而
し
て
此
の
働 

k
於
て
、地
理
學
の
如
何
な
る
他
の
部
門
に
於
け
る
よ
り
.も
海
か
に
錯
綜
せ
る
*廣
抓
な
る
旦
っ
至
難
な
る
研
究
上
の 

問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
、ら
、
鼓
に
相
互
協
力
し
て
研
究
す
可
き
任
務
に
對
し
て
は
®
々
P
る
小
問
題
を
離
れ
て 

兩
研
梵
者
は
夫
々
相
異
な
れ
る
方
而
か
、ら
益
々
密
接
：k
接
觸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

,

.

.
經
濟
地
®

學

じ

専

念

せ
ん
欲
す
る
所
の
地
理
學
者
は
自
ら
經
濟
問
題
の
探
梵
に
：從
斯
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
依
っ
て 

以
て
經
濟
學
の
®

域
に
閉
さ
れ
て
.
.居
る
所
の
豐
富
な
る
知
識
の
寶
庫
を
開
か
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
，
こ
れ
ご
同
樣
R

經
濟
地 

理
學
に
.
從
事
す
る
所
の
、
若
く
は
恐
、ら
ぐ
は
雜
濟
的
諸
現
象
の
地
理

S

分
布
を

I
H

九
す
る
所
の
經
濟
學
者
は
"
爆

然

V
J

 

g

ぐ
地
理
の
武
器
室
に
俊
入
し
典
處
で
锻
練
さ
れ
た
る
精
鋭
な
る
武
器
を
持
ち
来
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
I

百
年
以
政 

各
國
の
地
®

舉
者
は
地
理
學
的
方
法
を
根
本
的
に
建
設
し
，"

以
て
全
地
域
並
k

各
地
域
に
於
け
る
地
上
の
諸
视
象
の 

®

係
を
®

解
す
る
に
足
る
可
さ
手
段
方
法
を
確
立
し
て
居
る
。

.

斯
ぐ
て
經
濟
學
が
地
理
學
を
披
ぐ
る
以
上
に
地
®
學
は
，經
濟
的
研
究
に
寄
與
す
る
事
が
出
來
る
。
地
理
學
者
は
斯 

學
の
重
要
部
門(

卯
ち
經
濟
地
a
學)

の
對
象
の
知
識
を
經
濟
學
よ
b
得
來
り
此
の
事
に
.依
っ
て
此
部
門
を
根
本
的
に 

研
览
す
る
の
地
位
に
置
か
れ
る
の
み
な
ら
す
％
更
に
諸
現
象
の
地
®
的
分
布
に
跑
す
る
そ
©
科
學
的
根
本
原
理
の
顯 

著
な
る！

政
ざ
並
に
離
離
£
を
此
部
門
の
上
に
確
立
す
る
事
に
よ
っ
て
斯
學
全
體
の
上
に
得
る
所
が
多
'い
で
あ
ら 

ぅV

他
方
K
於
て
地
®
學
的
方
法
を
自
ら
獲
得
し
之
を
自
家
の
學
間(

即
ち
經
濟
學)

じ
：適
用
す
る
所
の
經
濟
的
研g

九 

求
は
> 
經
濟
學
上
の1

切
の
對
数
の
考
察
に
對
し
又
S
已
の
服
前
に
生
じ
れ
'る
，
諧

問

題

：の

解

決

に

對

し

、

新

し

き

見

然

ニ

十

卷

• 

S

0

O紅
濟
地
理
學
研
究1:1

闘
す
る
シ
ュ
ミ
タ
ド
の
見
解 

然

三

號
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霞
池
理
舉
♦
货
に
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す
る
シ

r

タ
ド
の
解 

S

1

缴

ご

1

S

 

解
マJ

新
き
研
货
手
段
セ
を
得
る
の
で
お
る
。
彼
は
谢
俩
に
，經
濟
的
諸
瑰
象
が

"

地

上

，
，の

總

て

の

現

数

を

ま

®

し

て
 

居
る
ビ
同
樣
の
法
則

I

擴
張
及
び
相
互
的
縫
合
並
に
相
互
的
影

P

め
：同
じ
法

§
.

1
4;

支
配
さ
れ
て
居
る
か
よ
い
ふ
事
を 

t
§

め
る
で
あ
ら

•

ぅ
。

(

#

 

1
7

?
1

7

ご

- 

,

. 

へ

.

’

 
’

要
之S

c
h
m
i
d
t

の
所
見
に
據
れ
ぱ
*
從
來
の
經
濟
地
理
舉
はI.

の
専
門
的
の
學
問
に
は
相
違
な
い
が
明
確
な
る
研 

究
方
法>

し
獨
自
の
體
系
ど
を
缺
い
て
居
る
の
で

あ
る
。

而
し
て
彼
に
よ
れ
ぱ
先
グ
第
：I

に
斯
學
の
扭
務
方
法
を 

明
確
な
ち
し
む
る
事
が
必
要
で
あ
る
が
、

研

究

方

法

は

征

籍

に

從

ひ

を

れ

に

適

應

ず

可

さ

も

の

で

あ

-
^
^
*
研

究

の

目 

的
が
稿
定
し
て
®

め
て
明
瞭
ご
な
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
經
濟
地
®
學
の
目
的
ぶレ限
界
に
刷
し
て
は
前
述
せ
る
如 

ぐ
，
今
日
®
斯
學
の
代
表
者
の
間
に
比
®

な
さ
棍
亂
が
支
配
レ
て
居
る
の
で
お
つ
て
、
此
®
にP

し
て
は
御
へ
ぱ
掘 

物
地
理
學
や
動
物
地
理
學
ざ
ね
正
に
反
對
の
立
揚
に
あ
る
も
の>

」

云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
旣
に
其
の
地
位
を 

確
立
し
其
の
作
用
を
完
.ふ
し
て
屑
る
"
蓋
し
植
物
及
び
®
物
の
地
理
的
，分

布

は

地

理

的

激

養

あ

る

植

物

學

者

や

励

物 

學
者
に
よ
つ
て
研
究
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
.つ
て
r
彼
等
ぽ
失
々
の
研
究
對
数
の
根
本
的
骤
門
家
だ
か
ら
で
あ
る

"

.
然
る
に
經
濟
地
理
學
は
ニ
館
の
科
學
部
門
に
@
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
妓
に
二
重
.の
困
難
が
生
ザ
る
の
で
あ
る
0 

此
事
は
植
物
地
理
學
及
び
動
物
地
理
摩
の
場
合
に
存
し
な
，い
ビ
云
ふ
の
で
は
な
い
。
有
用
植
物
や
家
®
0
分
沛
、
即 

ち
經
W
的
人
間
の
影
響
が
研
究
の
滅
H

R

*か
れ
る
や
否
や
此
事
情
は
生
す
る
ふQ

:

で
あ
：ふ
"
併
し
乍
ら
經
濟
地
a

率
に
於
て
服
极
ふ
所
の
も
の
は
、
全
然
外
界

.

の
自然に對する經濟的人間めであ

-

^
 

乂
成
人
類
の
經
濟
生
活
で 

力
-
^
,
其
等
の
.廣

な

る

®
織
體
で
め
る
"
而
し
て
之
が
よ
り
高
度
に
參
達
す
る
に
つ
れ
て
其
の
作
用
は
S
々
よ
ら

根

本
的

マ

し

な

々

、

そ

の

狀

熊

は

益

々

多

様

®

雜

ご

な

る

が

如

さ

も

の

な

の

で

あ

さ
れ
ぱ
雜
濟
地
學
的
に
於
て
は
、
此
等
總
て
の
現
象
を
觀
察
し
て
初
め
て
全
研
梵
の
目
：的
が
打
*

M

て
ら
れ
な
け
れ 

ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
研
め4

の
範
圓
が
筵
々
多
樣
且
ウ
猛
々
廣
抓
ざ
な
る
に
從
つ
て
、
其
の
地
a
的
分
布
を 

研
究
す
可
へ

U

所
の
®
象
の
知
識
が
更
に
ニ
層
包
扼
的
且
つ
精
密
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
す
> 
そ
れ
に
伴
つ
て
研
梵4̂

の
も 

の
が
又43

括
的
に
な
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
何W

な
れ
ぱ
結
局
に
於
て
、
共
通
’の
關
係
が
總
ゆ
る
經
濟
现 

象
の
地
理
的
分
布
を
W
流
し
、
共
通
の
槪
念
が
經
濟
ざ
地
球y

レ
の
結
合
の
全
範
圓
内
に
生
す
る
か
ら
で
あ
る
◊
さ
て
經 

w

i
理
的
夢
の
®
城
R

S
す
る
所
の
個
々
の
獨
ま
的
研|:九

は
旣
に
經
濟
摩
に
依CV

て
充
分
完
成
さ
れ
て
居
る
。
併
し 

舰
濟
的
賭
現
象
の
地
®
的
分
布
に
關
す
る
，彼
等
の
知
識
を
系
統
的
に
組
織
す
る
迄
に
は
ゥ
今
日
猶
經
濟
的
研
究
が
推 

進
め
ら
れ
て
居
ら
な
い
の
で
お
る
0
之
に
對
し
て
地

®
學
紫
は
*
だ
優
れ
た
る
.方
法
を
以
て
一
般
經
濟
地
理
學
の
組 

明
を
企
て
來
ゥ
，ね
の
で
あ
る
，：̂
、
彼
等
は
ま
だ

*
濟
的
研
ま
の
結

®
の
最
小
部
か
を
利
用
し
て
.，居
る
に
過
ぎ 

な5 .,

。
地
理
學
者
は
槪
ね
此
の
郁g
：

の
研
究
に
狭

S
な
る
限
界
を
割
し

"
彼
等$

研
梵
.
^
;
^
何
な
る
®
度
R
迄
職
張 

す
！̂
さ
で
*
る
か
、
斯
々
の
經
濟
現
象
は
地
®
的
研
梵
の
値
域
に
導
ぐ
可
さ
も
の
な
-
^
:や否
や
等
め
問
®

就
て
も 

亦
ゾ

各
々
•自
ら
の
見
*
を
固
執
し
てJ

政
す

る
所
が
な
い
の
キ
あ
る

◊

併
し
乍
らS

c
h
m
k
i
t

の
考
察
す
る
所
R
依
れ
ぱ
、
管
に
地
理
舉
そQ

も
め
V
.み
な
ら
す
、
地
上
に
於
け
る
そ
れ
が 

對
後
の
きI

I

的
分
布
を
研
究
す
る
所
の
如
何
な
‘る
料
學
も
そ
は
廣
然
地
理
學
的
方
法
に
導
か
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の 

で
あ
る
。
換
言
せ
ぱ
斯
學Q

一
 

般
的
槪
念
セ
得
る
な
め
の
、
：1
4ゥ
：其
れ
1̂
2體
の
學
§
?
的
對
缴
.の
本
質
を
究
め
る
な
め 

の
最
も
®
要
な
る
捕f

手
段VJ

し
て
她
理
的
比
較
の
方
法
を
利
用
せ
ね
ば
な
ら
な
ぃ
ゼ
あ
ら
う
。
さ
れ
ぱ
經
濟
的
骄

俄

二

十

卷
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ミ
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見

網

 

第

三

號

1三
六

梵
谱
も
亦
舉
竟
地
理
學
者
で
な
け
れ
ぱ
^
:ら̂
な
い
の
で
あ
る
。
又
他
面
か
ら
之
を
見
る
に
地
上
-至
る
所
じ
於
て
地
球 

の
自
然
は
總
濟
に
其
の
道
を
指
示
し
思
つ
至
る
所
に
於
て
經
濟
的
人
間
は
土
地
の
構
質
を
變
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら 

し
て
"
何
人
ざ
雖
もI

國
土
の
純
然
た
る
自
然
科
學
的
地
相
を
指
摘
す
る
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
故
じ
：又
地
a 

學
者
は
總
て
經
濟
的
事
象
を
理
解
し
な
け
.れ
ぱ
な
ら
な
い
？
就
中
經
濟
地
®
學

の

領

域

に

自

ら

其

.
の

砰

究

を

進

め

ん 

ビ
欲
す
る
も
の
は
經
濟
に
關
す
る
與
門
學
者
ヤ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
0 

賞
に
此
點
に
於
て
經
濟
地
现
學
の
研
究
は
ニ
重
の
困
難
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
が
> 
又
同
時
に
そ
は
甚
だ
重
要
な 

る
任
務
を
有
す
る
もQ

と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
そ
は11

筒
の
分
離
せ
る
、
且
つ
相
互
に
努
力
す
る
専
門 

科
學
の
結
合
を
取
极
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
"
其
等
の
體
系
及
び
研
究
方
法
の
結
合
の
中
に
自
ら
之
が
解
決
手
段
が
見 

出
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
斯
ぐ
てS

c
h
m
i
d
t

は
次
の
如
ぐ
結
論
し
て
居
る
。

「

其
處
は
方
法
手
段

.即
ち
地
® 

學
的
方
法
が
あ
ね
此
處
じ
は
道
具
即
ち
經
濟
的
槪
念
が
あ
る
プ
而
し
て
製
作
者
は
未
だ
之
に
慣
熟
し
て
居
な
い
。
故 

に
此
の
®
礎
の
上
に
正
に
融
合
統
ニ
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、め
る
。」 (

E
i
n
i
e
i
t
g
g
.
s
s
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究
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^

は
著
者
が「

タ
カ
ア
ド
は
を
の
债
値
論
を
如
何
な
る
意
義

'

に
於
ヤ
主
張
支
待
し
、.

そ

れ

，
^

以

て

諧

經

濟

現

象
 

の
本
質
を
加
何
な
る
程
度
に
於
て
闕
明
す
可
く
成
功
し
た
で
あ
ら
ぅ
か
を

.

見
定
め
ん
マy

志
し
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
樣 

々
の
解
释
批
評
を

K

み

ウ

そ

れ

を

か

な
-

^

起
扼
的
に
徹
底
的
に

.

研
究
し
て
見
よ
ぅ
し
た
し
其
成
莱
に
外
な
、ら
な 

い
ビ
稱
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
つ
て
、

.

緒
論
本
論
結
論
の

S

部

S
I

R

分
た
れ
て
居
：る
。
就
中
給
論
は
ッ
カ
ル
ド
ォ
價
微 

論
の
重
媒
ビ
批
評
の
諧
態
度
ビ
目
的
ヒ
を
論
じ
た
る
も
の
で
ふ
つ
て

>

 

著

者

ほ

力

ル

：ド
オ
が
純
粹
な
ろ
勞
働
價
値 

説
を
成
形
發
展
せ
し
め
セ
る
の
み
な
ら
ず
其
が
親
今
の
資
本
家
的
社
會
.に
於
げ
る
交
換
現
象
に
妥
赏
す
る
も
の
ビ
爲 

し
た
る

&

及
び
：？：^

を
基
本
原
理

^

;

|

し
て
總
ゆ
る
經
濟
現
象
を
説
明
せ
ん
マ」

じ
た
る
よ
シ
經
濟
學
を！

つ
の
料
學
に
推 

し
進
む
る
に
至
た
る
點
等
を
擧
げ
て
前

1.

の
主
張
を
立
て
終
り
、
次
に
ジ
ほ
價
値
論
じ
對
ず
，る
諸
家
の
解
釋
批
評 

に
は
是
を
努
働
慎
論
に
外
な
、ら
す
解
し
て
反
對
す
る
も
の

y
j
、

ス
I

シ
ヤ
グ
、
デ
ィ
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マ
；
ル
なV

j

の
如
ぐ
折
爽
的 

立
場
よ
り
是
認
せ
ん
ビ

す
る
も
の
：ご
’
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，皮

相

的

に
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述
せ
ん
ご
ず
ゐ

も
の

V
J

、
タ

現 

價
％
論
の
未
傲
な
る
點
を
補
正
し
り
\.是
を
生
長
完
成
せ
し
め
ん
マ

J

す
る
も
の
ビ
の

®

ウあ
-

c
v

ど
な
し
、
是
專
の
中 

何
れ
が
最
も
よ
-
偉
欲
に
中
れ
る
も
め
な
る
か
は
本
論
に
於
て
吟
味
せ
ん
ピ
す
る
所
で
あ

.

る
.V

J

言
つ
て
居
る

タ
氏
價
値
論
の
目
的
に
圓
し
て
は
著
紫
は
其
が
分
配
論
に
狂
る
こ
，マS

を

指

摘

し

た

：
る

後

に
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て

「
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